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9年ぶりの政権交代となった豪州総選挙

豪ドルの変動性は高まろう

 5月21日に豪州で、上院（76議席）の約半分
（40議席）の改選と合わせて、下院の総選挙
（151議席）が実施されました。その結果、アン
ソニー・アルバニージー氏が率いる中道左派の野
党・労働党が、スコット・モリソン首相が率いる中道
右派の与党・保守連合に勝利しました。その結果、
2013年以来約9年ぶりの政権交代となりました。

 アルバニージー氏は、23日に第31代豪州首相に
就任しました。開票はまだ続いており、24日の開
票率72.9％の時点で、下院の獲得議席は労働
党が74議席で、保守連合が55議席となっていま
す。単独過半数（76議席）となるかは今後の開
票を待つ必要があります。複数の豪メディアによると、
単独過半数の可能性はあるものの、環境を重視
する議員や諸派と連立政権を樹立するのでは、と
いった見方もあるようです。

 23日の豪州の金融市場は総じて落ち着いた動き
となりました。選挙結果が事前の世論調査の内容
に沿うものであったことも一因と考えられます。

9年ぶりの政権交代
【総選挙の各党獲得議席数（暫定）】

（注）データは5月24日11時30分現在。開票率72.9％。

（出所）ABC Newsのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

環境、インフレ対策に注目

外交政策

 新政権の政策を簡単に整理したいと思います。まず、中国を中心とする外交政策です。中国政府は豪州から
の輸入に対する規制強化を緩めておらず、豪州内の世論にも押されて、労働党は対中強硬姿勢を継続する
ものとみられます。一方、最近では4月19日にソロモン諸島が中国と安全保障協定を締結し、中国船舶の寄
港を認めたこともあり、豪州の外交・安全保障政策の強化は継続される見込みです。

環境対策

 また、今回の総選挙では、気候変動対策についても注目が集まりました。24日の段階では緑の党が2議席増
加する見通しです。労働党が単独政権となるのか、連立政権となるのかは不透明ですが、豪州として環境重
視の政策運営が行われる可能性は高いと考えられます。

（注）前週末からの変化は株価、為替レート、REIT指数が変化率（％）、

国債利回りは変化幅（％ポイント）。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【主な金融指標の前週末からの変化】
前週末

（5月20日）
5月23日

前週末

からの変化

S&P/ASX200 ポイント 7,145.64 7,148.89 0.05

豪ドル/米ドル 米ドル 0.70 0.71 0.98

豪ドル/円 円 90.06 90.92 0.96

2年国債利回り ％ 2.487 2.503 0.016

10年国債利回り ％ 3.313 3.328 0.015

ASX200 REIT指数 ポイント 1,451.50 1,450.10 ▲ 0.10

主な金融指標

議席 増減（暫定）

保守連合 55 ▲ 17

労働党 74 8

緑の党 3 2

その他 12 7
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2022年5月12日 資源高だけじゃない、羨望のオーストラリア経済
2022年5月06日 市場予想を上回る利上げを実施したRBA
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（注）データは2004年1-3月～2022年1-3月。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

豪ドルの変動性は高まろう

【賃金（前年比、除く賞与）】

（年）

（前年同期比、％）

インフレ対策

 世界的な商品価格の上昇から、消費者物価指数
（CPI）が大きく上昇しています。コロナ禍からやっと
解放され、景気に明るさが見え始めた矢先で家計
を取り巻く環境はインフレによって厳しさが増していま
す。

 2022年1-3月のCPIは前年同期比＋5.1％と
2001年4-6月以来20年9カ月ぶりの高水準です。
対して賃金上昇率は、民間部門が同＋2.4％、公
共部門が同＋2.2％にとどまっています。さらに家計
の財務状況を確認すると、急激に悪化しています。

 労働党は選挙期間中に介護保険制度の改善、薬
価の引き下げ等の家計支援、インフレ対策を示しま
した。特に最低賃金の引き上げは、国民の期待度
も高く注目が集まりそうです。

（注）データは2010年1月～2022年5月。

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

【ウエストパック消費者信頼感・家計財務状況】
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 予想を上回るインフレ率の急速な上昇が続く中、豪
州準備銀行（RBA）は5月の理事会で11年半ぶ
りの利上げに踏み切りました。RBAは今後も中立的
な金利水準に向けて継続的な利上げを実施する見
通しです。4月の失業率が3.9％と歴史的な低水
準にあり、さらに改善が見込まれることに加え、インフ
レ率も高い水準での推移が予想されるためです。

 こうした中、今回の総選挙で労働党が勝利したこと
で公約である最低賃金の引き上げが注目されます。
アルバニージー新首相が選挙戦で公約したように物
価上昇に見合った最低賃金の引き上げが仮に実現
すれば、賃金と物価のスパイラルにつながるリスクがあ
ります。中期的に物価が上昇する可能性が高まれ
ば、RBAの金融政策は一段とタカ派化し、豪ドル相
場が強含むと考えられます。

 また、環境政策が大きく転換するかもしれません。新政権が再生可能エネルギーへの取り組みなどを一段と推
進するためです。その一方で、ロシアへの経済制裁の持続を背景に、化石燃料への需要は強く、それを取り込
むチャンスでもあるため、新政権のエネルギー対策の舵取りにも注目が集まりそうです。豪ドルは、金融政策や資
源価格の影響を受けやすい通貨ですが、今回の総選挙を経て、豪ドルの変動性は高まる見通しです。

https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2022/05/news220506as/
https://www.smd-am.co.jp/market/daily/marketreport/2022/05/news220512as/

